
３学期も残すところあとわずかとなりました。まだまだ寒い日もありますが、天気の良い日には

園庭に出て鬼遊びをしたり、かけっこをしたりと元気に遊ぶ子ども達の姿が見られます。お当番の

引継ぎをしたり、卒園記念制作やお別れ会の準備をしたりと、卒園・進級に向けての活動も始まり

ました。楽しみな気持ちと、ちょっぴり寂しい気持ちで過ごしているようです。残り少ない園生活

ですが、進級・進学へ向けて一人ひとりが自信や期待をもつことができるよう、子ども達の気持ち

に寄り添いながら、関わってまいります。 

保護者の皆様、地域の皆様には１年間温かいご支援・ご協力をいただき、心より感謝申し上げま

す。皆様と一緒に子どもたちの成長を感じることができ、とても嬉しく思います。本当にありがと 

うございました。 

 

 

○ ３月１７日（月）修了式 

  年少・年中組は、園長先生から修了証書を受け取ります。制服、ブラウスの着用をお願いします。 

下は自由です。１１時降園です。   

 

○ ３月３１日（月）離任式 

異動の職員がいた場合のみ行います。自由登園です。詳しくは後日文書を配布いたします。 

 

〇 春休み（３月１９日（水）～） 

  春休みは短いですが、大変意義のある休みです。年長児にとっては、小学校入学までの準備期間です。

天気の良い日に、学校まで歩いてみたり、教材を準備したり、登校時間に間に合うように朝起きたりと 

出来ることから取り組んでみましょう。年少・年中児は、これまで身につけた生活習慣を乱さずに、新学

期を迎えられるようにしましょう。 

 

  
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

   

 

 

 

日 曜日 行事予定 

１ 土  

 ２ 日  

３ 月 ひなまつり会 PTA 監査・役員会 

４ 火  

５ 水  

６ 木  

７ 金 おわかれ会 

８ 土  

９ 日  

１０ 月  

１１ 火  

１２ 水  

１３ 木 保育証書授与式リハーサル 

１４ 金 給食最終日 

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月 修了式 １１時降園 

１８ 火 保育証書授与式 

預かり保育なし 

１９ 水 学年末休業日（～３１日） 

２０ 木 春分の日 

２１ 土  

２２ 日  

２３ 日  

２４ 月  

２５ 火 PTA 結成総会 制服販売 

２６ 水  

２７ 木  

２８ 金  

２９ 土  

３０ 日  

３１ 月 離任式 

令和６年度預かり保育終了 

３月のえんだより 

令和７年３月３日(月) №１３ 須賀川市立稲田幼稚園 

お願い 

☆ ３月１８日は、卒園式のため預かり保育を行いませんので、ご協力を 

お願いします。 

☆ 3 月１９日(水)からの春休み期間中の預かり利用児は、お弁当持 

参となりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○ 健康で明るい子ども     ○ 仲よく遊べる子ども    ○ 考えて行動する子ども 

(にこにこ・いきいき・はずむ)  (いっしょに・わくわく・たのしい)  (あれ？・なるほど・やっぱり) 

教育目標 
３月の行事予定 

稲田学園見学 

 来年稲田学園に入学する子ども達が、見学に 

行きました。校舎見学の後は、１年生ができるよ 

うになったことを見せてくださり、一緒にじゃん 

けん電車のゲームをして遊びました。他の園から 

くる友達と交流することもでき、新生活に期待い 

っぱいの子ども達でした。たくさん準備をして楽 

しませてくれた１年生の皆さん、ありがとうござ 

いました。 

おしらせ 

    こどものこころのよりどころ 

   子どもがいろいろなことにチャレンジするには準 

備が必要です。その準備を園やご家庭が担っているのだと

思います。それは何かと考えますと、「大丈夫だよ。やって

ごらん。」「一緒にやろうか。」「おっ、すごいじゃん。」「へ

ぇ、そんなこともできるようになったんだ。」「かっこいい

ね！」「大丈夫、失敗したらまたやればいいよ。」という言

葉かけや行動です。 

 子どもは、泣いたり、笑ったり、悔しい思いをしたり、悲

しくなったり、愉快になったりしながら成長します。思い

切り感情を出せるこの園生活での時期。たくさんの思いを

味わわせてあげてください。それが人とのつながりの土台

になるはずです。泣いてきたら、思いきり抱いてあげたり、

手を握って黙ってうなづいて聞いてあげたり。にこにこ顔

で帰ってきた時には「どうした？何かいいことあったね。」

と思いを共有してあげれば、喜びは倍増です。 

 嫌なことがあった時は背中を押してあげてください。子

どもを信じて両手を広げて迎えいれれば、次の日には、ま

た笑顔で出ていきます。その繰り返しが、強い心を育てて

いくのだと思います。 

 

 ～教育支援センター 七海 先生より～ 


